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Abstract 


_ Virological investigations have besn made in Mwanza, Republic of Tanzania, East 
Africa during from June 1966 to March 1967. During the course, 17, 097 mosquitoes 
belonging to 16 species and 224 bats belonging to 3 species were collected and 
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Drocessed for arbovirus Content. 
An agent jsolated from Culex decens was identified to be a strain of H 336 virus 


CTable 1,3,5,7,82. Twelve arboviruses were also isolated from the saivary glands of 
bats CTalbe 2). Two of 10 strains from Tadarida pumila WeTG identified to be Bukalasa 
Bat virus (Table 4.6,7,9). Another strains inclading 2 strains from Tadarida condylura await 
identification. 。 

Seventy-eight sera of human beings residing in Mwanza were examined for HI 
antibodies against 8 different antigens (3 Group A,4 Group B and Bunyamwera). The 
incidence was highest with Chikungunya virus (73%), which was thought to be due to 
the epidemic of Onyong-nyong fever in East Africa occurred in 1959. On the other hand, 
low incidence of Yellow fever antibodies (9%) was also pointed out CTable 10). 

One hundred and eighty-two materjals, chiefly throat swab, were collected from the 
patients with fever. These materials were processed for virus iSolation by using HeLa 
cells culture and 20 strains of viruses were isolated up to the present. Identification 
studies of these viruses are being carried out (Table 11.12). 

We wish to express our sincere thanks to all staffs of East African Imstitute for 
Medical Research, Mwanza for their kindness to accomplishment of our survey, and 
also express our thanks to Dr.G.W.Kafuko, Dr.M.C.Williams and Dr.B.E.Henderson of 
East Atrican Virus Research Institute, Entebbe, Uganda for their kind help of identifi- 
cation Studies of isolated arboviruses. And also, we wish to acknowlege the kind 
identification of bats by Dr.F.A. Mutere, Makerere University College, Kampala, Uganda. 


緒 


1964 年 より 東 ア フリ カ の Tanzania 共 外 国 に て 我々 
の エ 員 が 熱帯 医学 に 従事 し , 当 研究 所 に で も その 地 人 に 
お ける 熱帯 医学 の 研究 に 医 心 を も っ て いた が , 1966 年 
4 こと タンザニア 政府 の 要請 が あり , 調査 研究 を 行なう と 
と と な っ た . 
著者 ら は 熱帯 医学 の 一 つと し て ウイ ルス 人 学 居 調査 を 
担当 し た が , と と 数 年 間 日 本 脳炎 ウイ ルス を 研究 し て 
- 来 て いる の で , アー ボウ イル ス の 検索 を 主要 な る 目的 
と し , 同時 に 組織 培養 を 用 いた アデ ノウ イル ス , 及び 
エン テロ ウイ ルス 群 の 分 離 も , その 目的 の 一 つ に 加え 
と れ ら ウイ ルス の 疫学 堂 研 究 も 併せ 行なっ た 

近年 アー ボウ イル ス 群 の ウイ ルス 学 的 , 疫学 芝 研 究 
4 急速 進展 し , 特に 中 南米 , アフ リカ 等 の 未開 地 に 
お いて は 新しい アー ボウ イル ス が 続々 と 発見 され , と 
の 群 に 属す る ウイ ルス は 150 種 に 及 ん で いる 。 机 し て 
と れ ら ウイ ルス の 人 間 に 対 する 病原 性 の 検討, 伝搬 昆 
束 の 探索 vector とお ける 感染 及び 増殖 の 研究 或 い 


胡 


は 地区 住民 に お ける 血清 学 的 研究 な どの 線 合 的 調査 研 
究 が 行なわ れ て いる 。 : 

著者 ら は 敷 の 媒介 (に こよ る アー ボウ イル ス の 検索 主 
眼 点 を お き , 多く の 戦 族 を 採集 し , ウイ ルス 分 離 及び 
同定 を 行なう と 共に , 次 いで , 分 離さ れ た アー ボウ イ 
ルス に つい て その reservoir (保有 者 ), amplifierC 増 
市 動物 ) を 検索 する と と (に よっ て その ウイ ルス の 感染 
環 を 知ら うと 努力 し , 多く の 研究 者 の 努力 に 拘ら ず な 
お 纏 問 点 の 多い 日 本 脳炎 ウイ ルス の 生態 学 に 資す る と 
と も を 目的 と し た 。 

即ち 四季 の 区 別 の ある 日 本 に 於 て は 表 の 発生 も お の 
ず か ら そ れ に 規制 され 日 本 脳炎 ウイ ルス は 例年 5 月 か 
ら 9 月 に か け て の み 敷 か ら 分 離さ れ そ れ 以 外 の 月 C 採 


集 さ れ た 戦 か ら は 分 離 で き な い 。〈⑤) また 日 本 脳炎 ウ 


イル ス の amplifier と し て は 現在 世代 の 交代 の 早い 豚 
が 最も 有力 視 さ れ 増 巾 と 果す 役割 は 可 成り 明確 に され 


て は いる が , 朋 以 外 の 動物 特 野 生 鳥獣 類 の 役割 は 殆 
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ん ど 不 明 で ある . また も う 一 つの 問題 点 は 流行 閑 期 即 
ち 表 の 新 発 生 の 見 られ な い 時 期 に お ける 日 本 脳炎 ウイ 
ルス の reservoir の 問題 で あり , と の 点 雨 期 , 乾期 の 


区 別 が あり 敷 の 発生 に 多少 の 差 は 見 られ る が 一 年 を 通 


じ て の 発生 の み ら れ る アフ リカ の 如き 熱帯 地 に お い 
て アー ボウ イル ス が 如何 な る 感染 環 を 有 し 如何 な る 機 
構 で その 種 を 保持 し 続け る か を 知る と と は 非常 に 興味 
深い . 


実験 材料 と 方 法 


1) 敷 の 採集 と 同定 

Mwanza の Victoria 湖 畔 の 恒久 的 湿地 帯 , 市 内 清 
涼 飲 料 水 製造 工場 従業 員 宿 直 室 , 現地 人 宿泊 の ホテ ル 
と て 定期 的 に 採集 し た . また 数 回 に 豆 っ て Victoria 
遡 内 の Ukerewe 島 Rabya 森林 地帯 及び Victoria 湖 
と 面 する Bukoba 市 周辺 の Rnuasina 及び Mnunene 森 
林地 帯 で の 採集 も 加え た . 採集 方 法 は 野外 で は 人 を お 
とり と し て 刷 を 誘き 寄せ , また 屋内 で は 吸血 し て 壁 に 
止 っ て いる と と ろ を それ ぞ れ 吸血 管 で 採集 し た 。 同定 
は CO: ガ ス で 軽く 麻酔 を 行ない 同種 の 表 を それぞれ 試 
験 管内 に プアール し て その まま ウイ ルス 分 離 に 供する 迄 
ー75?C の フリ ー ザ ー に 保存 し た . 
2) コウ モリ の 採集 と 同定 

長 家 の 屋 根 裏 に 住む コウ モリ を 採集 し た . 屋根 裏 の 
原 間 を 見 付け コウ モリ が 活動 を 開始 する 頃 を 見 計ら っ 
て その 周辺 を 大 き な 網 で 覆い コウ モリ が 隙間 か ら 出 て 
網 に か か っ た と と ろ を 手 で 捕え た . 採集 され た コウ モ 
り は クロ ロホ ルム で 麻酔 を 行ない 廿 T テ スト 用 と し て 
心血 を 注 紙 法 に よる 注 紙 に 吸い 取り , その 後 解剖 し て 
両側 の 嘆 液 腺 を 試験 管 に と り 出し ウイ ルス 分 離 に 供 す 
る 迄 一 755C の フリ ー ザ ー に 保存 し た . 嘩 洪 腺 を 取 除 
いた コウ モリ は アル コー ル 処 理 を 行ない 隣国 Uganda 
国 Kampala の Makerere University College の 動 
物 学 教室 教授 Dr. F. A. Mutere の 許 へ 送り 同定 を 
依頼 し た . 
3) ウイ ルス 分 離 方 法 ' 

保存 きれ た 材料 を 冷 乳 鉢 の 中 (に と り 出 し 敷 の 場合 は 
その 100 個 体 に つき 0.75% 牛 血清 アル ブ ミ ン 加 焼 酸 組 
衝 液 PH7.2) を 4 九 の 割合 で 加え , コウ モリ 嘩 液 
職 の 場合 は 1 内 至 6 区 の コウ モリ の 嘩 液 且 を プー ル し 
約 10% 乳剤 に な る よう に 加え , よく 磨 砕 し た 。 磨 砕 乳 
剤 は 0 °C へ ~4 “C 約 39 分 放置 後 4"C で 10,000rpm 
15 分 間 境 心 沈 激 を 行ない その 遠心 上 清 を 生後 1 > 2 日 
目 の Swiss Albino Mice の 脳 内 及び 腹腔 内 に それ ぞ 
れ 0. 02 刀 づつ 接種 し その 後 15 日 間 観 察し た , 観 宗 期間 


成 


1 下 か ら の ウイ ルス 分 離 「 
表 1 に 示さ れる よう に 1966 年 9 月 80 日 か ら 翌 年 2 月 


中 何ら か の 症状 を 是 し て 死亡 し た も の は 再び 確認 する 
た め た 原材料 を 再 接種 し て 同様 の 症状 を 呈し た も の を 
ウイ ルス 分 離 陽性 と し た 。 
の 分 離 ウ イル ス の 同定 

赤血球 凝集 反応 CH A) 赤血球 凝集 抑制 反応 ( 古 ), 
補 体 結合 反応 (CF) 及び マウ ス に よる 交叉 中 和 試 験 
に よっ て 同定 し た が , 前 三 者 に つい て は マイ クロ タイ 
ター 法 に よっ た , また HHA 抗 原 及び CF 抗 原 は 感染 マ 
ウス 脳 の arcton 処理 法 に よっ て 得 ら れ た も の を 用 
い , HA 及び HI に は 鷲 島 血球 を 使用 し た 。. 


'5〕) 人 血清 赤血球 凝集 抑制 抗体 の 検出 


Clarke & Casals(2) の 方 法 に 準じ た が 血清 は Kaohn 
処理 に より , 各 ウ イル ス の 了 士 A 撤 原 は 感染 マウ ス 脳 の 
arcton 処理 に よっ て 得 ら れ た も の を 使用 し た . な お 
分 離 ウ イル ス の 同定 , 耳 1 抗体 調査 に 当たっ て は East 
African Virus Research Institute か らら 免疫 血清 の 
分 与 な ど 多大 の 協力 を 得 た . 

6) 組織 培養 款 に よる ウイ ルス 分 離 

被 検 材料 は 現地 の Government Hospital, Dispen- 
sary で 主として 有 熱 片 者 の 咽頭 スワ ブ プ を その 対象 と 
し た 。 咽頭 スワ ブ は ペニシリン 509U0/, スト レプ ト 
マイ シン 5007/ 巡 を 加え た Hanks BSS に と り 帰 国 まで 
ー20°C の フラ リー ザー に 保存 し , 材料 の 日 本 へ の 輸送 は 
貨物 船 の 冷凍 室 に その 保存 を 依頼 し た 。 材料 は その ま 
ま 30007pm30 分 間 2 回 遠心 沈 毅 を 行ない その 遠心 上 清 
を HeLa 細胞 に 接種 2~3 日 毎 に 維持 培地 の 更新 を 行 
な っ て 少な く と も 15 日 から 21 日 間 観 察 を 続け た 細胞 
変性 効果 を 示し た も の は 勿論 , 全 て の 材料 を 一 20°C 
の フフ リー ザー に 保存 , 4 回 凍結 融解 を 繰り 返し て 2 代 
継 代 を 行ない 再び 15 日 か ら 21 日 間 観 察し た . と の 間 , 
細胞 変性 効果 を 示し た も の を ウイ ルス 分 離 陽性 , 示さ 
な か っ た も の を ウイ ルス 分 離 陰 性 と し た , な お HeLa 
細胞 の 維持 培地 に は 4 % 仔 邊 血清 加 Hanks' BSS を 使 
用 し た . | 


績 
15 日 迄 の 間 じ 採集 され た 表 16 種 , 計 17, 097 個 体 が ウイ 
ルス 分 離 に 供 せ られ た . と の うち ウイ ルス が 分 離さ れ 
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Table 1 Virus isolation from mosquitoes 

species No. of _virus 
pools quitoes isolation 

Aedes africanus 2 86 ーー 
Aedes domesticus 6 385 ーー 
Anopheles coustani 3 14 — 
Anopheles funestus 1 2 ーー 
Anopheles pharoensis 1 9 = 
Aedes natalensis 2 82 = 
Culex ingrami 2 160 = 
Culex pipiens fatigans 61 5, 191 一 
Culex decens | 。 24 1, 515 1 
Eretmapodites chryso.saster 9 121 = 
Mansonia africana. 59 5, 788 一 
Mansonia microannulata 2 4 
Mansonia vniformis 43 3,017 — 
Mansonia versicolor 8 467 — 
Orthopodomyia sh. 3 203 — 
Uranotaenia chorlyi 7 53 ーー 
17, 097 1 


Totali 227 


た の は 1967 年 1 月 18 日 Mwanza の 低 湿 地帯 で 採集 さ 
れ た 47 個 体 と 1 月 20 日 同じ 場所 で 採集 され た 101 個 体 
を プー ルレ し た た 合計 148 個 体 の Cex decens か ら の 1 株 
- の み で あっ た . 他 の 昌 の うち 特に 数 の 多かっ た Culex 
pipiens fatigans, Mansonia africana 及び Mansonia 
uiformis か ら は 1 株 も 分 離さ れ な か っ た . 
2) コウ モリ 貴 液 腺 か ら の ウイ ルス 分 離 

表 2 に 示さ れる よう に 1967 年 1 月 3 日 か ら 19 日 に か 
け て 採集 され た コウ モリ 3 種 , 合計 224 匹 の コウ モリ 
貴 液 腺 か ら 合計 12 株 の ウイ ルス が 分 離さ れ た . 


Table 2 Virus isolation from bats 
saies 6 i 3 ES 
Pipisireuns rueppelli 1 2 = 
Tadari daC Mops)condylura 9 33 2 
の 37 189 10 
Total 47 224 12 


3) 分 離 ウ イル ス の 同定 

現在 迄 の と と ろ Culex decens か ら 分 離さ れ た M209, 
- 及び , コウ モリ Tadarida pumila か ら 分 離さ れ た 10 
株 の うち BSP 3 , BSP 4 の 計 3 株 に つい て 同定 を 


Table 3 HA fest of M209 strain 
Dilution 
pH C.C。 
20 40 80 160 320 640 1280 2560 5120 10240| 
6.0 キ + キナ + ト + + 0 0 0 0 0 0 
6.1 土 十 士 オ 填 年 寺 0 0 0 0 
6.2+ ト ++ トト + + + の .O 0 0 0 
6.3 上 二 十 上 ① つ の 0 0 0 0 0 0 0 
6. 和 本 ++ トト + + の エ OO 7,0 0 0 0 
6.5 二 二 寺 + 上 の + 0O 0 0 0 0 
6.6 キ + キト + の お の 0 0 0 0 0 0 
6.7|++ 中 の 0 0 0 0 0 0 0 
Table 4 HA test of BSP3 strain 
Dilution 
pH iC。C 
20 40 80 160. 320 640 1280 2560 
i + OO 0 0 0 0 0 0 
6.0| + + + 上 ① の 0 0 0 0. 
6.1+ + SB SS 0 0 0 0 0 
6.2| + 中 キ 0 0 0 0 0 0 
行なっ た . M209 株 の 潜伏 期間 は 2 日 令 マ ウス 脳 内 接 
種 で 1 へ 2 日 , BSP 3 及び 4 の 2 株 は 7 日 で あっ た . 


な お Tadarida condylura か ら の 2 株 ( 未 同 定 ) は 潜 
伏 期 間 4 ご 5 日 で あっ た . M209 株 は 表 3 に 示さ れる 


よう に HA テス ト の 至 適 PH は 6.2 で あり , BSP3 株 


の それ は 表 4 の 如く 6.0 で あ っ た . 

ウイ ルス の 同定 に は 先ず HI テス ト を 表 5,6 示 : 
す よ う CA 和 群 の 3 ウイ ルス , B 群 の 7 ウイ ルス 及び 
Bunyamwera 群 の 2 ウイ ルス の 抗 血清 を 用 いて 行 な 
っ た . M209 株 , BSP 3 株 の 両者 と も B 群 ウイ ルス こと 
広く 交叉 を 示し その 中 で も West Nile ウ イル ス , 時 836 
ウイ ルス を 強く 交叉 し , BSP s 株 は その 他 に Bukalasa 
Bat ウイ ルス と 強く 交叉 し た . 次 いで M209 及 び 
BSP 3 の CF テ スト を 13 種 の B 群 ウイ ルス の 抗 血清 
を 用 いて 行 な っ た . 表 7 に 示さ れる よう KC M209 株 は 
H336 ウ イル ス , Uganda S ウイ ルス の 2 株 交叉 が 
認め られ た . 然し UgandaS の 場合 抗原 又は 抗 血清 
が 悪く 対 早 が 10 で ある の で 再 検 を 要する も の と 思わ . 
れる . . 
また BSP 3 株 は Bukalasa Bat ウ イル ス と 交叉 が 
認め られ た . 
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Table 5 HI test-of M209 strain 
Dilution 
Group Antisera S. C. 
10 20 40 80 160 320 640 1280 
CHIKCE103) 5 十 十 十 圭 0 
A SFV の 十 圭 土 填 + 十 十 
SINDCAR339) 3 年 二 + + + 十 0 
YECEN) の + + + + + + 上 上 0 
Zika + に + 二 + 0 
WN 0 0 0 士 十 十 - 十 士 0 
B HH336 0 0 0 0 0 0 Qo 十 0 
BECBP111) 上 + 十 + + 二 + + 0 
EBSG 0 0 二 + 中 + + 上 + 0 
DAK249~ 0 a + + 十 + + + 0 
BUN| BUN NE + + + 千 0 
| Tesha + キキ + 二 + 上 寺 0 
Remarks: Following abbreviations are used. 
CHIK=Chikungunya virus BB =Bukalasa Bat virus . 
SFV =Semiliki Forest virus = EBSG =Entebbe Bat Salivary Gland Virus 
SIND =Sindbis virus DAK249 =Dakar Bat 249 virus 
YF =Yellow Hever virus BUN = Bunyamwera ViruS 
WN =West Nile virus 
本 
Table 6 HI test of BSP3 strain 
Dilution 
Group Antisera S. C 
10 20 40 80 160 320 _ 640 
A CHIKCE103) 土 十 十 十 十 
SFV の + 十 十 + + 
SINDCAR339) 十 十 填 土 十 十 十 0 
YECEN) の + + + 填 二 + 0 
"Zika + ー 二 + 十 + + + 0 
B WN 0 0 土 中 十 十 十 0 
HH336 0 0 0 0 十 の 填 0 
BBCBP111) 0 0 0 0 第 + + 0 
EBSG 0 中 お + + + + 0 
DAK249 0 0 十 十 十 直 十 0 
BUN | EN + + + + + + + 0 
Ilesha 十 十 十 十 十 十 


Remarks : See Table 5 


表 8 及び 9 は 2 日 令 マウ ス を 用 いて 交叉 中 和 実 験 を 行 S ウイ ルス より も 本 336 ウ イル ス に 近似 し て お り ま た 
な っ た 成績 で ある . と の 成績 に より M 209 株 は Uganda BSP 3 及び 4 株 は Euakalasa Bat ウイ ルス で あろ 
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Table 7 


CF test of M209 and BSP3 strains 


Antisera 


Antigcns 


WN Usutu YF H336 


Ug.S Zika 


Spond NTA WESS DI EB BB DB 


WN 
Usutu 
YF 
I336 
Ug. S 
Zika 
Spond 
NTA 
WESS 
DI 

EB 
BB 
DB 
M209 
BSP3 


Remarks : 


160 320 
160/40 
40/40 
80/80 
ご 10 


10 10/10 10/10 80/80 40/20 <10 


40/40 


80/40 
_ 160 160 
10/10  / 
320/80 
80/40 
20/10 
80/80 
<i0 
10'10 」 


ぐ 10 <. 10 


<i9 <10 <10 ご 10 


<10 10/10 


1. Numerator and denominator indicate the titers of antiserum and antigen respectively, which are 


expressed as a reciprocal of dilution, . 
2. Following abbreviations are used : 
WN =West Nile 
YF =Yellow Fever 
Ug.S =Uganda S 
Spond=Spondweni 
NTA =Ntaya 


Table 8 Cross neutralization test of M209 


strain in 2 day mice 


WESS = Wesselsbron 


D-I =Dengue 1 
EB =Entebbe Bat Salivary Gland 
BB =Bukalasa Bat 
DB =Dakar Bat 249 
Tahle 9 Cross neutralization test of BSP3 


and RSP4 strains in 2 day tmice 


Viruses . Viruses 
OR M209 CBANZTD Uganda S Ne BSP3 BSP4 BT 9 
M209CZ5906) ・ 5. 6* 有 24.5 3.8 BSP3CZ5902) テ 4.0* 用 4.5 ン 3.5 
H336CZ5478) 用 > 9 7 = Bukalasa Bat >47 24.5 Ss 
Uganda S (Z1180) 3.8 ー 用 5.0 CBP111,Z5359) 
CL | 5 8.0 7.5 PHNOM 8 i 69 


* neutralization index 


うと 推定 し た 

4) タン ザ ニ ア 住 民 健康 人 血清 中 の アー ボウ イル ス に 
対す る H 1 抗体 の 保有 状況 

0 と 14 才 迄 15 名 , 15 才 以上 65 名 の 計 78 名 の 血清 に つい 
て A 和 群 の 3 ウイ ルス ,B 群 の $5 ウイ ルス , Bunyarnwera 
群 の 1 ウイ ルス 及び 著者 ら が 現地 で 下 か ら 分 離し た 
M209 株 の 計 8 株 の アー ボウ イル ス に つい て HI 抗体 


* neutralization index 


保有 状況 を 調べ , 10 倍 以上 の 抗体 を 保有 する も の を 陽 
性 と し た . 表 10 は その 成績 で ある が , A 群 の Chikun- 
guny& ウイ ルス 対す る 抗体 保有 率 が 73% と 非常 に 
高 率 な と と , Yellow Fever ウイ ルス に 対す る 抗体 保 
有 率 が 想像 され た より も 一 段 と 低い と と が 注目 され る . 
ま た その 他 の ウイ ルス 対す る 五 1 抗体 保有 率 も 一 般 
的 に や や 低い と 思わ れ た . 年 令 別 の 抗体 保有 率 の 差 に 
つい て は と れ を 論ずる に は 被 検 血清 の 数 が 不足 で あつ 
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Table 10 Serological examinations against 
certain arboviruses arnong human sera in Tanzania 


Age 


1-14y 15y HI antibody 
No. Ne 2 Possessing 

Antigens 」 13 65 8 0 

ChikungunyaCE103)| 9* 48 57 73% 
SindbisCAR339) 0 4 4 5% 
Semliki Forest 1 9 10 13%6 
Bunya mwera 1 8 9 12% 
Yellow FeverCFND)| 0 7 7 9% 
West Nile 0 13 13 17% 
H336 0 8 8 10% 
M209 . 0 9 9 12% 


*Number of sera which Possess HI antibody 


た . 
5) 組織 培養 に よる ウイ ルス の 分 離 


ム ワ ン ザ 及 び その 周辺 の Goverment Hospital。 
Dispensary で お いて 1966 年 9 月 23 日 か ら 翌 年 1 月 16 
日 に か け て 1974 名 の 有 熱 患者 か ら 合計 182 の ウイ ルス 分 - 
離 材料 を 集め た . 表 11 は 年 令 別 の 検体 募集 数 と ウイ ル 
ス 分 離 状況 を 示す が 現在 迄 に 糞便 8 検体 か ら 6 株 , 咽 
頭 ス ワ ブ 174 検 体 か ら 14 株 , 計 20 株 の ウイ ルス を 分 離 
し た が , まだ 2 代 継 代 の 終了 し て いな い 材 料 が 残 っ て 
お り , 分 離 株 数 は 増加 する と と が 予想 され る . また と 
の 成績 は HeLa 細胞 を 使用 し て の ウイ ルス 分 離 で あ . 
る た め 分 離 ウ イル ス は エン テロ ウイ ルス , アデ ノウ イ 
ルス が 大 部 分 で あろ うと 予想 され る が まだ 未 同定 で あ . 
り 現 在 同 定 を 行なっ て いる 。 表 12 は ウイ ルス が 分 離さ 
れ た 患者 の 年 令 , 性 別 , 臨床 像 , を 示す が , $ 例 の 脊 
蘭 性 小児 麻痺 患者 を 除く 他 の 大 多数 は 呼吸 器 疾患 で あ 
っ た 。20 株 の ウイ ルス は それ が 低 年 令 層 に 集中 する と 
と な く か な りら 高 い 年 令 層 まで 広汎 に 耳 っ て 分 離さ れ で て 
いる と と が 注目 を 若い た . 


Table 11 Number of materials collected for virus isolation 

- Age 
ASKSRISS 0-4 5-9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50 Met 
Faeces 3.2)。 1C1) すく 0 2000N 1D 0 0 8 (6 
Throat swab 98(6) 14C2) 11 8CD 21C2) 13②) 5 4C1) 174C14) 
Total 111C8) 15C3) 2 8C1) 23¢3) 14:3) 5 4<1) 182C20) 

て 2 Number of viruses isolated 
考 宗 


1966 年 9 月 30 日 か ら 翌 年 2 月 13 日 に か け て 佐 湿 地帯 , 
森林 地帯 及び 屋 的 誇 れ た 16 種 , 間 097 個 体 の 洪 
の うち Culex decems がら 古 5336 ウ イル ス 1 株 が 分 離さ 
れ た 。 ま た コウ モリ 嘩 液 腺 か ら は 12 株 の アー ボウ イル 
ス が 分 離さ れ た が と の うち Tudarida pumila か ら の 
10 株 の うち 2 株 は Bukalasa Bat ウイ ルス と 同定 さ 
れ た 。 

四 か ら の ウイ ルス 分 離 は 1 株 の み で あ っ て 著者 ら 
の 期待 を 裏切っ た が その 理由 の 1 つと し て 現地 の 気候 
の 移り 変り 0, ひい て は 戦 の population の 絶対 数 が 少な 
か っ た と と が 考え られ る 。 即ち 東 ア フリ カ に 於 いて は 
例年 10 月 か ら 5 月 迄 が 雨期 , 4 月 か ら 9 月 迄 は 乾期 と 
され て いる が , 著者 ら が 骨 を 採集 し た の は 乾期 後半 か 


ら 雨 期 の 中 ば まで で あ っ て と の 間 C 大 量 の 理 を 採集 す 
る と と は 可 成 り の 困難 事 で あ っ た 。 a 
雨期 の 明け た 4 月 , 5 月, 6 月 と は 収 の 発生 源 が 多 - 
く 従 っ て 大 量 の 理 発 生 が 見 られ る が と の と と は 丁 P. 
Woodall (1964)G0 に よ っ て も を 報告 され て いる 。 即ち 
1938 年 か ら 1963 年 迄 の 26 年 間 に 豆 る East African. 
Virus.Research Tnstitute こ お け る 青 を 主 と し た 約 40 
万 個体 の 節 足 動物 か ら 18 種 の ウイ ルス , 125 株 を 分 離 
し た が , と の 分 離 の 割合 を 月 別 雨 量 変化 と 比較 し て 見 
た 場合 4.5.6.7 月 を 中 心 と し た 雨期 明け に その ピー ク 
が 存在 する と と を 示し て いる . 

次 に も う 一 つの 理由 と し て 考え られ る の は アー ボウ 
ルス の Vector とし て 重要 な 役割 を 果たし て いる 4Aedes 
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Table 12 Clinical diagnosiS of patients from whom virus was isolated 
No. Age Se を NOS RE i 0 人 
1 32 male common cold 103. 6F faeces 
2 14 male upper respiratory infection 100.4 ク 
3 20 male 101.0 ク 
4 1 female poliomyelitis 98. 5 ん 
5 1 male poliomyelitis 98. 7 ク 
6 34 rna le common cold 100.0 throat swab 
7 21 male common cold 103. 0 ク 
8 31 male common cold 97. 5 2 
9 22 male common cold 102.0 ク 
10 6 mnale poliomyelitis 104.0 aeces 
11 60 male nephritiS 97.6 throat swab 
12 1 female upper respiratory infection 100.0 ク 
13 6 male malaria 101.6 ヶ 
14 1 female bronchitis 99. 6 2 
15 1 female malaria 99. 2 ヶ 
16 - 2 female tonsilitis 101.6 ク 
17 17 male rhinitis 99. 6 2 
18 7 female tonsilitis 101.8 ク 
19 1 fernale Pbaryngitis 101.4 ク 
20 1 male chronic bronchitis 98. 2 の 2 


属 , 4nopheles 属 の 採集 が 少数 に 終っ た と と で ある . 
Anopheles 属 は 雨期 明け に 大 暑 発 生 す る と と は よく 知 
られ た 事実 で ある が 4edcs 属 は 森林 地帯 に 入れ ば 一 応 
目的 の 数 は 採集 可能 で ある . 残念 な こと に 著者 ら の 基 
: 地 と な っ た Mwanza 周辺 に は 適当 な 森林 地帯 が な く 
約 300 マ イル 離れ た Bukoba 地方 迄 出向 せ ね ば な ら な 
めい 地理 的 悪 条 件 で あ っ た . 

著者 ら の 分 離し た 古 336 ウ イル ス は 最初 Smithburn 
et al(1959)(6 が 南ア フリ カ , ]ohanesburg で 分 離し た 


ウイ ルス で あっ て Uganda S ウイ ルス と 抗原 構造 が 非 


常に 類似 し た ウイ ルス で ある . 彼 は 南ア 地方 の 住民 血 
靖 中 の 種々 え ア テー ボウ イル ス に 対す る 中 和 抗 体 を 調査 し 
. て いる が 耳 336 ウイ ルス に 対す る 中 和 抗 体 は 広く 各 
年 令 層 に 保有 され て お り と の ウイ ルス の 活動 は か な り 
活発 な も の で あろ うと 報 告 し て いる .〈⑦ 
コウ モリ か ら の 12 株 の ウイ ルス 分 離 は か な り 高 頻度 
で , 注目 す べき 事実 と 考え られ る . 先ず とこ の ウイ ルス の 
分 離 率 は Tadarida.pumita 189 下 か ら 10 株 (5.3%), 
Tadarida condylura 33 匹 か ら 2 株 (6.0%) と 非常 に 高 
い . と の よう に 高 率 に コウ モリ か ら ウ イル ス が 分 離さ 
れる と と は East African Virus Research Tnstitute 


Report (1966)〈8) こも 報告 され て お り 同 所 で 行なっ 
た 実験 成績 で も Tadarida pumila 456 匹 か ら Bukalasa 
Bat ウイ ルス を 6 株 , また Tadarida condylura 291 了 区 
か ら 8 株 の Dakar Bat 249 ウイ ルス を 分 離し て お り 
著者 ら の 成績 と よく 一 致し て いる 。 ど の よう な 理由 で 
コウ モリ か ら と の よう 高 率 に ウイ ルス が 分 離さ れる 
の か , また コウ モリ に ウイ ルス を 供給 する も の は 何 か , 
コウ モリ が 実際 に と これら の ウイ ルス の reservoir 或 は 
amplifier と な り 得 る の か どう か , また と これ ら の 嘩 液 
腺 ア ー ボ ウイ ルス の 人 へ の 病 源 性 は どう か 等 の 問題 を 
考え る と き コ ウ モ リ か ら と の よう ( 高 率 に ウイ ルス 分 
離 が な され た 事実 は 非常 に 興味 深い 、 」.F.Bell & 工 . 
A. Thomas・(196 わ G〉 は コウ モリ 嘩 液 腺 ウイ ルス が 
コウ モリ の biting. と よっ て 伝搬 が 趣 め 得 婦 と と を 示 
し , また East African Virus Research Institute 
Report (1966) ぐ ⑲) で も 嘩 液 そ の も の か ら ウ イル ス を 分 
離す る と と 成功 し た と 報告 し て いる が , と これ は コウ 
モリ か ら コ ウ モ リ 或 い は 他 の 動物 へ の 伝搬 は 考え られ 
る と し て も 人 間 と の 関連 を 考え る と き と の 間 に 何 か の 
Vector が 介在 し な いと 意味 が な いと 考え られ る . 次 
に East African Virus Research Tnstitute Report 


I. ウイ ルス 学研 究 : 特に アー ボウ イル ス の 渡 学 的 研究 (第 1 報 ) 135 


(196603〉 に よれ ば Tadarida pumila か ら は Bakalasa 
Bat ウイ ルス , Tadarida condylura か ら は Dakar Bat 
249 ウ イル ス が 分 離さ れ , その 他 数 種 の コウ モリ か ら 


は いずれ の ウイ ルス も 分 離さ れ な か っ た と て 報告 し て い _ 


る が , と の よう な 事実 か ら コ ウツ モリ と それ の 保有 する 
ッ ゥ イル ス と の 間 に 或 る 一 定 の 規則 性 , 或いは コウ モリ 
に は その 種 が 変る と こと に より アー ボウ イル ス に 対す る 
感受 性 の 差 と いう べき も の が 存在 する の で は な いか と 
考え られ る . 著者 ら の -Tadarida condylura か ら 分 離し 
た 2 株 の ウイ ルス は 未 同定 で あ る が Tadarida pumila 
か ら 分 離し た Bukalasa Bat ウイ ルス と は 潜伏 期 の 異 
る と と か ら と れ が Dakar Bat 249 ウイ ルス で ある と 
と は 充分 考え られ る . いずれ に し て も 以上 挙げ た コウ 
モリ か ら の ウイ ルス 分 離 に 関連 し た 色々 の 問題 点 に つ 
いて は 今後 充分 研究 する 必要 が ある と 思わ れる 。 . 
健康 人 72 名 に つい で 8 種類 の アー ボウ イル ス を 抗原 
と し て と れ た 対す る 抗体 保有 率 を みた が Chikungunya 
ウイ ルス に 対す る 保有 率 は 特に 高く 73% を 示し た . と 
れ は 1959 年 Uganda 国 か ら Victoria 湖 に 沿 っ て 隣国 


Kenya, Tanzania て 波及 し た Onyong-nyong fever 


の 流行 に よる も の と 考え られ る 。〈<9) と れ は East 
African Virus Research Jmstitute ReportC1964)〈3) 
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に よる Uganda 国 , Aliba,Anzu 地方 の 住民 の 血清 学 


_ 的 研究 に よ っ て も と の 事実 が うか ざわ れる : 油 Report 
_ で は また B 群 ウイ ルス 特に Yellew Fever ウイ ルス , 


West Nile ウイ ルス に 対す る 抗体 保有 の 低 率 を も 指摘 
し て いる が , と これ は この 度 の Mwanza 地方 の 住民 に 
つい て も 同様 に 指摘 され る と と ろ で あり , 本 Haddow 
C1965)(④ こよ れ ば 東 ア フリ カ で は 時 折 黄 熱 の 散発 例 
が 報告 され て お り ひと た びと の 地方 Yellow Fever 
ウイ ルス の 浸 洋 が あり , その 上 に Vector その 他 の 環 
境 因子 が 揃え ば 流行 が 起こ と る 可能 性 が ある と と を 示し 
て いる も の と 思わ れる 。 

今 迄 に 述べ た と れ ら の 成績 の 他 に , 著者 ら は 未 同 定 
アー ボウ イル ス の 同定 , コウ モリ の 各種 の アー ボウ イ 
ルス 対す る 抗体 保有 状況 , 或いは HeLa 細胞 に よ 
り 分 離さ れ た ウイ ルス の 同定 等 を 行 な っ て いる が とれ 
ら の 成績 に つい て は 第 二 報 で 報告 する 予定 で ある 。 

稿 を 終る に 当り と の 研究 の 実施 に あたっ て 現地 で の 
基地 と な っ た Mwanza の East African Institute for 
Medical Research, また 隣国 Uganda, Entebbe の 
East African Virus Research Institute か ら 多 大 の 
御 便宜 と 御 協力 を 賜 わ っ た の で 深く 感謝 する 。 
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